
         

 

 

人生には一片の無駄もない 

南流山中正門前の歩道に並ぶプラタナスの木々。山吹色に色づいた落ち葉が、ひらひらと風に舞う季
節になりました。また、第２グラウンドや第２体育館周辺を歩くと、銀杏の木々の輝くような黄色の葉が目
に飛び込んできます。澄み切った青空とのコントラストが実に鮮やか。南流山中は、どの季節でも、どこを
歩いても、そこにしかない美しい風景で子ども達や我々を優しく、温かく包み込んでくれます。 

 
しかし、そんな穏やかな南流中から国内全体に目を広げると、先月１１月１８日、大分県で大規模火災が

発生したことが報道されていました。焼失棟数約１７０棟以上、被災世帯数約１３０世帯、焼損範囲は約４
８，９００㎡。南流山中の敷地面積が市内小中学校最大の４９，１５５㎡ですから、ほぼ同じ面積が今回の
火災により焼失したことになります。火は１１月２７日夜時点、「鎮圧状態」（ほぼ消し止められた状態）との
ことですが、鎮火までには至っていません。がれきなどの災害廃棄物は約１万３千トンに上ると試算されて
います。この火災により被害に遭われた方々へ心よりお見舞い申し上げると共に、一刻も早く元の生活に
戻れるようお祈り申し上げます。また、この年末年始は、どうか平穏で温かく、こうした悲しい出来事が起
こらない安らかな日々でありますようにと願うばかりです。 

 
さて、年末を迎えるにあたり、ここで、２学期の子ども達の様子を振り返ってみたいと思います。 
年間で最も多くの授業がある２学期には、日常生活はもちろん、体育祭や南風祭等の行事、そして多く

の運動系部活動の新人大会がありました。また、文化系部活動の発表やコンテスト、英語スピーチ、青少
年の主張、展覧会、さらには、科学作品展や様々なポスター展、標語や俳句大会など、穏やかながらも、
盛りだくさんの日々であったことがわかります。どの場面も子ども達の目の輝きや頑張る姿、見事な作品
に心が揺さぶられました。 
こうした行事や部活動での嬉しい結果や成果と共に、残念ながら思い通りにならず、賞が取れなかった

り、あるいは試合で敗れたりして、悔し涙を流した子どもも多くいたと思います。しかし、こうした「思い通
りにならなかった経験」は絶対に無駄ではありません。 

 
『失敗と書いて、成長と読む』。この言葉は名将、野村克也監督の言葉です。子ども達は学校生活の中

で、友人関係や学習、将来への不安など、様々なことで傷つき、悩み、苦しむ時間を多かれ少なかれ経験
します。私達は、一刻も早く子どもたちからその苦しみを取り除いてあげたいと思ってしまいますが、その
傷ついた時間や、深く悩んだ経験は決して無駄ではないのです。 

 
 失敗や悔しさ、無力感や徒労感…。実は、こうしたことがその後の人生で大きな飛躍の土台石となる。そ
のことは、ある程度の人生経験のある方ならおわかりになるのではないでしょうか。実際に世の中で大き
な事を成し遂げた人の多くは、何らかの挫折を経験しています。それに向き合い、乗り越えるための試行
錯誤を加えた結果、最終的に大きな成果を生み出している。真剣だからこそ､ぶつかる壁もある。後悔す
るのでなく､反省して今この瞬間から前に進めばいいだけです。 
悩み抜いて前に進めなかった時間、苦しみ抜いて自暴自棄になってしまった時間があって、今の自分

がある。それらは今の自分の中に太く、強い幹となって必ず生きているのです。むしろ、挫折や失敗こそ
が生きていく上での貴重な財産。「人生には一片の無駄もない」。私はそう信じています。 
  

外からは見えないけれど、間違いなく成長している子ども達。その成長の過程で、もがき苦しむこと、周
囲の世界へのどうしようもない反発心がわくことがあるのも当然です。かつての我々がそうであったよう
に…。我々がすべきことは、その成長を信じて絶対に諦めずに、どんな時でも、励まし、認め、支え、気付
かせ、時に修正を促し、それでも、最後まで徹底して応援し続けることだと思います。 
  

１年締めくくりの１２月も我々教職員一同、「笑顔・信頼・自立」の学校目標のもと、南流中の大切な子ど
も達の成長のため、一致団結して日々の教育活動に全力で立ち向かっていきます。 
保護者・地域の皆様方、今後ともご理解・ご協力のほど、なにとぞよろしくお願いいたします。 
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１０月３０日（木）、３１日（金）に南風祭が開催されました。今年は、２日間開催ということ

で、英語スピーチや青少年の主張、各学年のプレゼン発表、ビブリオバトル、生徒会引継ぎ等が行

われました。頑張った成果が感じられ、聴いている生徒たちの表情もとても良かったです。そして、

１年生にとっては初めての合唱コンクール。１年生は、今しか歌えないとても元気な歌声を披露し

てくれました。２年生は、声も落ち着き、しっかりと聞かせる合唱を届けてくれました。そして、

３年生は、最上級生として、最後の合唱コンクール。どの学級もまとまりがあり、難しい曲を見事

に歌い上げました。聴いている後輩達の顔も先輩の歌声への憧れを感じていました。これからも、

日々の歌声の練習が、来年の合唱につながっていることを忘れずに練習に取り組んでほしいです。

その後は、吹奏楽部が演奏で盛り上げました。11 月２５日には、応援団の引継ぎ式も行われまし

た。いよいよ２年生が南流中をリードする番です！！進路開拓に向かう３年生に、後輩からのサポ

ートを期待します。今学期も保護者の皆様、地域の皆様には、生徒達のために本校へのご協力をい

ただき、ありがとうございました。どうぞ、良いお年をお迎えください。 

 

 

※３年生は、進路の関係で４時間下校（給食なし）等１・２年生とは時程が異なります。３年生の進路だよりでご確認ください。 

※メールでも配信しましたが、今年度の卒業式は３月１２日（木）です。会場の収容の都合で、学校と保護者、ＰＴＡで行います。 

※１月１３日（火）～１月２０日（火）の期間は１・２年生の希望制の教育面談期間となります。この後、各学級から「面談のお

知らせ」の紙が配布されます。事前に日程の調整と話す内容の確認をお願いします。 

日  時         行 事 予 定             最終下校時刻 

３日(水) 

５日(金) 

１０日(水) 

１２日(金) 

１７日(水) 

１８日(木) 

１９日(金) 

２２日(月) 

２３日(火) 

２４日(水) 

１月７日（水） 

８日(木) 

１２日(月) 

部活動休養日・委員会・図書館開放 

芸術鑑賞会・小中特別支援交流会 

部活動休養日・図書館開放 

授業参観・期末保護者会 

部活動休養日・職員会議 

全校書き初め会 

大掃除 

給食最終日 

部活動休養日・終業式 

冬季休業（～１月６日（火）まで） 

始業式・部活動休養日・給食なし 

全校実力テスト・給食開始 

成人の日 

１４：５０ 委員会生徒１６：００ 

１６：３０ 

１４：５０ 

１４：５０ 

１４：５０  

１６：１０ 

１６：１０ 

１６：１０ 

１２：０５ 

 

１１：００ 

１６：１０ 

 

１３日(火) １・２年生希望面談（～２０日） １６：１０ 

２１日(水) 部活動休養日 １４：５０ 

の予定表 

２学期もありがとうございました

＊  

基本下校時刻 

１６：１０ 

 


